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序　　　文

　興雲閣は、松江市が明治36年に松江市工芸品陳列所として建てた建物です。当初、

明治天皇の行在所に使用する目的でつくられたため、装飾・彫刻を多く用いた華麗

な仕上げとなっています。結果的には天皇の巡幸は実現しませんでしたが、明治40

年に皇太子嘉仁親王の山陰道行啓の際の御旅館となり、迎賓館としての役割を果た

しました。

　その後、明治45年に正面の階段を奥に移動する大規模な改修が行われ、松江市の

公的な歓迎所として、また、各種の展覧会場・会合に使用されました。昭和44年に

は松江市内にある数少ない明治建築の一つとして島根県指定有形文化財に指定され、

昭和48年から「松江郷土館」として活用してきましたが、平成23年₃月に閉館いた

しました。

　松江市では、平成20年度以降、外部委員会・アンケート調査・パブリックコメン

ト等の意見をもとに今後の保存と活用について検討し、階段室を移設して現在の形

態となった明治45年に復原するとともに、建物そのものの持つ歴史と魅力を生かし

た新たな活用のために必要な整備を行うことを決めました。そして、平成23年度に

松江市の歴史的風致形成建造物に指定し、平成25年度から平成27年度にかけて保存

修理工事を行いました。

　検討の開始から₈年をかけたこの事業の目的は、文化財を保存し、かつその活用

を図ることです。厳密な調査や時代考証に基づいて往時の姿を甦らせるとともに、

新たな魅力と価値を引き出し、良好な状態で次の世代に引き継いでいけるように、

また、誰もが訪れ、使うことによりその歴史や価値を実感できるよう、必要最小限

の耐震補強や利便性向上のための整備を行いました。

　ご指導いただいた島根県文化財保護審議会・松江市文化財保護審議会委員、耐震

性能判定委員の皆様をはじめ、設計監理に携わっていただいた京都伝統建築技術協

会と施工業者の皆様、並びに島根県その他関係機関の皆様に心から感謝を申し上げ

るとともに、興雲閣が将来にわたり市民の皆様に愛され、多くの観光客の皆様に親

しんでいただけることを祈念いたします。

　　平成28年₃月

松江市長　松　浦　正　敬　
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